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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腐食性の金属から形成された足場を含み、前記足場の表面に１つ又は複数の凹部を有す
るステントであって、前記凹部は、少なくとも部分的に、活性薬剤を含む複数の放出可能
な送達媒体が充填されており、前記活性薬剤が、移植されたステントから前記送達媒体が
放出されると前記送達媒体から放出されるように適合されているステント。
【請求項２】
　前記送達媒体が、前記移植されたステントから前記送達媒体が放出されると患者の体内
への活性薬剤の持続放出を可能にする、請求項１に記載のステント。
【請求項３】
　前記金属が多孔質である、請求項１に記載のステント。
【請求項４】
　前記金属が、少なくとも５０％の多孔度を有する、請求項１に記載のステント。
【請求項５】
　前記金属が、体液に曝露されると溶解する、請求項１に記載のステント。
【請求項６】
　前記金属が体液と接触すると電気溶解を受けるように、前記金属が、電池対物質を創出
するように選択された２つ以上の金属の組合せを含む、請求項１に記載のステント。
【請求項７】
　前記凹部が、基体の表面に複数の貯留部を含む、請求項１に記載のステント。
【請求項８】
　前記凹部がステントの管腔内面上にある、請求項１に記載のステント。
【請求項９】
　前記凹部がステントの管腔外面上にある、請求項１に記載のステント。
【請求項１０】
　前記送達媒体が侵食性ポリマー中に混合又は分散されており、前記送達媒体の少なくと
も一部が、前記侵食性ポリマーが侵食されると前記移植されたステントから放出される、
請求項１に記載のステント。
【請求項１１】
　前記移植されたステントからの前記送達媒体の放出を遅延させるように適合されている
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侵食性コーティングを、貯留部の開口部の上にさらに含む、請求項１に記載のステント。
【請求項１２】
　前記送達媒体がナノ粒子を含み、活性薬剤が前記ナノ粒子内に封入されているか、前記
ナノ粒子上に被覆されているか、又は前記ナノ粒子内に分散されている、請求項１に記載
のステント。
【請求項１３】
　少なくとも２つの侵食性ポリマー層を含む足場を含むステントであって、前記ポリマー
層の少なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含み、前記活性薬剤が、少なく
とも１つのポリマー層が侵食されると前記送達媒体から放出されるように適合されている
ステント。
【請求項１４】
　前記送達媒体が、前記移植されたステントから前記送達媒体が放出されると患者の体内
への活性薬剤の持続放出を可能にする、請求項１３に記載のステント。
【請求項１５】
　複数の前記送達媒体が、前記活性薬剤を含む複数の粒子を含む、請求項１３に記載のス
テント。
【請求項１６】
　前記ポリマー層の少なくとも２つが同じ送達媒体を含む、請求項１３に記載のステント
。
【請求項１７】
　前記ポリマー層の少なくとも２つが異なる送達媒体を含む、請求項１３に記載のステン
ト。
【請求項１８】
　前記ポリマー層の少なくとも１つが、他のポリマー層の少なくとも１つよりも大きい剛
性を有するポリマーを含む、請求項１３に記載のステント。
【請求項１９】
　前記ポリマー層の少なくとも１つが、前記足場の侵食速度を改変する充填剤材料を含む
、請求項１３に記載のステント。
【請求項２０】
　前記充填剤が、ステント足場の侵食速度を低減させる塩基性分解生成物を有する、請求
項１９に記載のステント。
【請求項２１】
　前記充填剤がヒドロキシアパタイトである、請求項２０に記載のステント。
【請求項２２】
　少なくとも２つの侵食性ポリマー層を含む足場を含むステントであって、前記ポリマー
層の少なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含み、前記活性薬剤が、少なく
とも１つのポリマー層が侵食されると前記送達媒体から放出されるように適合されており
、前記ポリマー層の少なくとも１つが、前記足場の侵食速度を改変する充填剤材料を含み
、前記充填剤が、ステント足場の侵食速度を低減させる塩基性分解生成物を有するステン
ト。
【請求項２３】
　各層が侵食性ポリマーから形成された、管腔外層、管腔内層、及び前記管腔外層と前記
管腔内層との間の中間層を有する支柱を含む足場を含むステントであって、複数の送達媒
体が前記管腔外層又は管腔内層内に分散されており、活性薬剤が、前記足場から前記送達
媒体を放出する前記管腔外層又は管腔内層の侵食の間に、移植されたステントの前記足場
から前記送達媒体が放出されると前記送達媒体から放出されるように適合されているステ
ント。
【請求項２４】
　前記中間層が、管腔外ポリマー層及び管腔内ポリマー層よりも大きい剛性を有するポリ
マーを含むことにより、前記足場に構造的支持を与える、請求項２３に記載のステント。



(3) JP 2010-528780 A5 2011.7.21

【請求項２５】
　前記ポリマー層の少なくとも１つが、前記足場の侵食速度を改変する充填剤材料を含む
、請求項２３に記載のステント。
【請求項２６】
　前記充填剤が、ステント足場の侵食速度を低減させる塩基性分解生成物を有する、請求
項２５に記載のステント。
【請求項２７】
　前記充填剤がヒドロキシアパタイトである、請求項２６に記載のステント。
【請求項２８】
　管腔外層、管腔内層、及び中間層を有する侵食性ポリマー支柱を含むステントであって
、活性薬剤を含む複数の送達媒体が前記管腔外層又は管腔内層内に分散されており、前記
活性薬剤が、前記足場から前記送達媒体が放出されると前記送達媒体から放出されるよう
に適合されており、前記管腔外層又は管腔内層の侵食により前記足場から前記送達媒体が
放出され、前記層の少なくとも１つが、前記足場の侵食速度を改変する充填剤材料を含み
、前記充填剤が、ステント足場の侵食速度を低減させる塩基性分解生成物を有し、前記充
填剤がヒドロキシアパタイトであるステント。
【請求項２９】
　少なくとも２つの侵食性ポリマー層を含むチューブを共押出しするステップであり、前
記２つの侵食性ポリマー層の少なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含むス
テップと、
　前記チューブでステントパターンを切断して、少なくとも２つの侵食性ポリマー層を含
むステント足場を形成するステップと
　を含む、ステントを製作する方法であって、前記活性薬剤が、少なくとも２つのポリマ
ー層の侵食により移植されたステントのポリマー層から前記送達媒体が放出されると前記
送達媒体から放出されるように適合されている方法。
【請求項３０】
　複数の前記送達媒体が、前記活性薬剤を含む複数の粒子を含む、請求項２９に記載の方
法。
【請求項３１】
　侵食性ポリマー層及び侵食性金属層を有する足場を含むステントであって、前記層の少
なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含み、前記活性薬剤が、足場層の１つ
の侵食により移植されたステントの足場から前記送達媒体が放出されると前記送達媒体か
ら放出されるように適合されているステント。
【請求項３２】
　前記層の一方の層が管腔外層であり、他方の層が管腔内層である、請求項３１に記載の
ステント。
【請求項３３】
　前記送達媒体が、移植されたステントの足場から前記送達媒体が放出されると患者の体
内への活性薬剤の持続放出を可能にする、請求項３１に記載のステント。
【請求項３４】
　前記ポリマー層が前記送達媒体を含む、請求項３１に記載のステント。
【請求項３５】
　前記金属層が前記送達媒体を含む、請求項３１に記載のステント。
【請求項３６】
　前記金属層及びポリマー層の侵食速度が異なることにより、前記送達媒体が放出される
と患者の体内への活性薬剤の段階的放出が可能になる、請求項３１に記載のステント。
【請求項３７】
　前記送達媒体が、前記層の少なくとも１つの表面の凹部内に配置されている、請求項３
１に記載のステント。
【請求項３８】
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　前記送達媒体が前記ポリマー層内に分散されている、請求項３１に記載のステント。
【請求項３９】
　前記送達媒体が、前記層の少なくとも１つの上に配置された侵食性コーティング内に分
散されている、請求項３１に記載のステント。
【請求項４０】
　前記金属層が、マグネシウム、マンガン、カリウム、カルシウム、ナトリウム、亜鉛、
クロム、鉄、カドミウム、アルミニウム、コバルト、バナジウム、銅、モリブデン、アン
チモン及びそれらの合金からなる群より選択される金属から形成される、請求項３１に記
載のステント。
【請求項４１】
　侵食性ポリマー層及び侵食性金属層を有する足場を含むステントであって、前記層の少
なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含み、前記活性薬剤が、前記層の１つ
の侵食により移植されたステントの足場から前記送達媒体が放出されると前記送達媒体か
ら放出されるように適合されており、前記金属層が、マグネシウム、マンガン、カリウム
、カルシウム、ナトリウム、亜鉛、クロム、鉄、カドミウム、アルミニウム、コバルト、
バナジウム、銅、モリブデン、アンチモン及びそれらの合金からなる群より選択される金
属から形成されるステント。
【請求項４２】
　２つの侵食性金属層の間に侵食性ポリマー層を含む足場を含むステントであって、前記
層の少なくとも１つが、活性薬剤を含む複数の放出可能な送達媒体を含み、前記活性薬剤
が、移植されたステントから前記送達媒体が放出されると前記送達媒体から放出されるよ
うに適合されているステント。
【請求項４３】
　前記金属層が管腔外層及び管腔内層を含む、請求項４２に記載のステント。
【請求項４４】
　前記金属層が前記ポリマー層からの前記送達媒体の放出を遅延させることにより、前記
金属層及びポリマー層から前記送達媒体が放出されると患者の体内への活性薬剤の段階的
放出が可能になる、請求項４２に記載のステント。
【請求項４５】
　前記金属層が、前記ポリマー層からの前記送達媒体の放出の間に構造的支持を提供する
、請求項４２に記載のステント。
【請求項４６】
　前記金属層の侵食が前記ポリマー層により遅延される、請求項４２に記載のステント。
【請求項４７】
　前記金属層が自己溶解性である、請求項４２に記載のステント。
【請求項４８】
　前記金属層が、接触すると電気侵食を受ける電池対物質である、請求項３１、４１又は
４２に記載のステント。
【請求項４９】
　前記送達媒体が、前記移植されたステントから前記送達媒体が放出されると患者の体内
への活性物質の持続放出を可能にする、請求項４２に記載のステント。
【請求項５０】
　前記金属層が、マグネシウム、マンガン、カリウム、カルシウム、ナトリウム、亜鉛、
クロム、鉄、カドミウム、アルミニウム、コバルト、バナジウム、銅、モリブデン、アン
チモン及びそれらの合金からなる群より選択される金属から形成される、請求項４２に記
載のステント。
【請求項５１】
　ステントを製作する方法であって、
　侵食性ポリマー層を含む層状チューブを侵食性金属チューブの内部又は周囲に形成する
ステップであり、前記侵食性ポリマー層が、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含むステッ
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プと、
　前記層状チューブでステントパターンを切断して、侵食性金属層及び侵食性ポリマー層
を有するステント足場を形成するステップと
　を含み、前記活性薬剤が、移植されたステントの足場から前記送達媒体が放出されると
前記送達媒体から放出されるように適合されている方法。
【請求項５２】
　前記侵食性ポリマー層が、前記侵食性ポリマー層を前記侵食性金属チューブの内部又は
周囲に共押出しすることにより形成される、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記侵食性ポリマー層が、前記侵食性金属チューブを被覆することにより形成される、
請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　前記足場の前記侵食性金属層に空洞を形成し、前記空洞内に複数の送達媒体を配置する
ステップをさらに含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５５】
　ステントを製作する方法であって、
　侵食性ポリマー層を含む層状チューブを侵食性金属チューブの内部又は周囲に形成する
ステップであり、前記侵食性ポリマー層が、活性薬剤を含む複数の送達媒体を含み、前記
活性薬剤が、移植されたステントの足場から前記送達媒体が放出されると前記送達媒体か
ら放出されるように適合されているステップと、
　前記層状チューブでステントパターンを切断して、侵食性金属層及び侵食性ポリマー層
を有するステント足場を形成するステップと、
　前記足場の前記侵食性金属層に空洞を形成するステップと、
　前記空洞内に複数の送達媒体を配置するステップと
　を含む方法。
【請求項５６】
　侵食性ポリマーと、溶媒と、複数の送達媒体とを含むゲル混合物を形成するステップで
あり、前記送達媒体が活性薬剤を含むステップと、
　前記ゲル混合物を加工して、前記侵食性ポリマー及び前記送達媒体が内部に分散された
チューブを形成するステップと、
　前記チューブからステントを形成するステップと
　を含む、ステントを形成する方法。
【請求項５７】
　前記ゲル混合物が、室温又はその付近で加工される、請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記侵食性ポリマーが、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）又はポリ（Ｌ－ラクチド－グ
リコール酸）（ＰＬＧＡ）のブロックコポリマーを含む、請求項５６に記載の方法。
【請求項５９】
　前記溶媒が、水、安息香酸ベンジル、安息香酸エチル及びベンジルアルコールからなる
群より選択される、請求項５６に記載の方法。
【請求項６０】
　前記ゲル混合物が、バッチミキサー及び押出機からなる群より選択される混合装置にお
いて形成される、請求項５６に記載の方法。
【請求項６１】
　前記活性薬剤が、移植されたステントから前記送達媒体が放出されると前記送達媒体か
ら放出されるように適合されている、請求項５６に記載の方法。
【請求項６２】
　前記加工が、前記ゲル混合物を押し出して前記チューブを形成することを含む、請求項
５６に記載の方法。
【請求項６３】
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　前記溶媒が、前記チューブの形成の間及び後に前記ゲル混合物から除去される、請求項
５６に記載の方法。
【請求項６４】
　前記溶媒が、冷却流体を用いて前記ゲル混合物を冷却することにより除去される、請求
項６３に記載の方法。
【請求項６５】
　侵食性ポリマーと、溶媒と、複数の送達媒体とを含むゲル混合物を形成するステップで
あり、前記送達媒体が活性薬剤を含むステップと、
　前記ゲル混合物を加工して、前記侵食性ポリマー及び前記送達媒体が内部に分散された
チューブを形成するステップと、
　前記チューブからステントを形成するステップと、
　冷却流体を用いて前記ゲル混合物を冷却することにより、前記チューブの形成の間及び
後に前記媒体を前記ゲル混合物から除去するステップと
　を含む、ステントを形成する方法。
【請求項６６】
　前記加工が、ポリマー又は金属のチューブの周囲又は内部に前記ゲル混合物を共押出し
して前記チューブを形成することを含み、前記チューブが、前記ゲル混合物から形成され
た層と前記ポリマー又は金属チューブを含む層とを含む、請求項６５に記載の方法。
【請求項６７】
　ステントを形成する方法であって、
　侵食性ポリマーと、溶媒と、複数の送達媒体とを含むゲル混合物を形成するステップで
あり、前記送達媒体が活性薬剤を含むステップと、
　前記ゲル混合物を加工して、前記侵食性ポリマー及び前記送達媒体が内部に分散された
チューブを形成するステップであり、前記加工が、ポリマー又は金属のチューブの周囲又
は内部に前記ゲル混合物を共押出しして前記チューブを形成することを含み、前記チュー
ブが、前記ゲル混合物から形成された層と前記ポリマー又は金属チューブを含む層とを含
むステップと、
　前記チューブからステントを形成するステップと
　を含む方法。
【請求項６８】
　前記ステントが、前記チューブでステントパターンを切断することにより形成される、
請求項６７に記載の方法。
【請求項６９】
　侵食性ポリマーと、溶媒と、活性薬剤を含む複数の送達媒体とを含むゲル混合物を形成
するステップと、
　形成装置を用いて、前記ゲル混合物から、前記侵食性ポリマーを含む層と前記層内に分
散された前記送達媒体とを含むチューブを製作するステップと、
　前記チューブからステントを形成するステップと
　を含む、ステントを形成する方法。
【請求項７０】
　前記ゲル混合物が、室温又はその付近で加工される、請求項６９に記載の方法。
【請求項７１】
　前記形成装置が押出機を含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７２】
　前記形成装置が押出機及びダイを含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７３】
　前記ゲル混合物を、ポリマー又は金属のチューブの周囲又は内部に共押出しして前記チ
ューブを形成し、前記チューブが、前記ゲル混合物から形成された前記層と前記ポリマー
又は金属のチューブを含む層とを含む、請求項６９に記載の方法。
【請求項７４】
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　前記活性薬剤が、移植されステントから前記送達媒体が放出されると前記送達媒体から
放出されるように適合されている、請求項６９に記載の方法。
【請求項７５】
　侵食性ポリマーと、溶媒と、活性薬剤を含む複数の送達媒体とを含むゲル混合物を形成
するステップであり、前記活性薬剤が、移植されたステントから前記送達媒体が放出され
ると前記送達媒体から放出されるように適合されているステップと、
　形成装置を用いて、前記ゲル混合物から、前記侵食性ポリマーを含む層と前記層内に分
散された前記送達媒体とを含むチューブを製作するステップと、
　前記チューブからステントを形成するステップと
　を含む、ステントを形成する方法。
【請求項７６】
　活性薬剤を含む複数の放出可能な送達媒体を含む空洞が内部に配置された構造要素を含
むステントであって、前記空洞と前記構造要素の表面との間の浸透圧勾配により、前記空
洞から前記送達媒体が放出されるステント。
【請求項７７】
　前記活性薬剤が、前記移植されたステントから前記送達媒体が放出されると前記送達媒
体から放出されるように適合されている、請求項７６に記載のステント。
【請求項７８】
　開口部が、前記構造要素の管腔外面又は管腔内面上にある、請求項７６に記載のステン
ト。
【請求項７９】
　前記構造要素が前記空洞を覆うコーティング層を含み、開口部が前記コーティング層を
貫通する、請求項７６に記載のステント。
【請求項８０】
　前記コーティングが侵食性である、請求項７９に記載のステント。
【請求項８１】
　複数の放出可能な送達媒体を含む空洞が内部に配置された構造要素を含むステントであ
って、前記空洞と前記構造要素の表面との間の浸透圧勾配により、前記空洞から前記送達
媒体が放出され、前記構造要素が前記空洞を覆うコーティング層を含み、開口部が前記コ
ーティング層を貫通し、前記コーティングが侵食性であるステント。
【請求項８２】
　前記浸透圧勾配が、前記空洞内と前記構造要素の表面での前記送達媒体又は活性薬剤の
濃度の差により形成される、請求項７６に記載のステント。
【請求項８３】
　前記浸透圧勾配が、前記空洞内と前記構造要素の表面での添加物の濃度の差により形成
される、請求項７６に記載のステント。
【請求項８４】
　前記添加物が塩である、請求項８３に記載のステント。
【請求項８５】
　複数の放出可能な送達媒体を含む空洞が内部に配置された構造要素を含むステントであ
って、前記空洞と前記構造要素の表面との間の浸透圧勾配により、前記空洞から前記送達
媒体が放出され、前記浸透圧勾配が、前記空洞内と前記構造要素の表面での添加物の濃度
の差により形成され、前記添加物が塩であるステント。
【請求項８６】
　前記構造要素が侵食性金属から形成される、請求項７６に記載のステント。
【請求項８７】
　活性薬剤を含む複数の放出可能な送達媒体を含む空洞が内部に配置された構造要素を含
むステントであって、前記空洞と前記構造要素の表面との間に開口部があり、前記空洞と
前記構造要素の表面との間の浸透圧勾配により、移植されたステントから前記開口部を介
して前記送達媒体が放出され、前記構造要素が侵食性金属から形成されるステント。
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【請求項８８】
　前記構造要素が、マグネシウム、マンガン、亜鉛、クロム、鉄、アルミニウム、コバル
ト、錫、バナジウム、銅及びモリブデンからなる群より選択される金属から形成される、
請求項７６に記載のステント。
【請求項８９】
　活性薬剤を含む複数の放出可能な送達媒体を含む空洞が内部に配置された構造要素を含
むステントであって、前記空洞と前記構造要素の表面との間の浸透圧勾配により、前記空
洞と前記構造要素の表面との間の開口部を介して前記送達媒体が放出され、前記構造要素
が、マグネシウム、マンガン、亜鉛、クロム、鉄、アルミニウム、コバルト、錫、バナジ
ウム、銅及びモリブデンからなる群より選択される金属から形成されるステント。
【請求項９０】
　複数の放出可能な粒子を含む侵食性足場を含むステントであって、前記粒子が、活性薬
剤を含み、前記足場が侵食されると前記ステントから放出されるように適合されているス
テント。
【請求項９１】
　前記活性薬剤が、前記足場から前記粒子が放出されると前記粒子から放出されるように
適合されている、請求項９０に記載のステント。
【請求項９２】
　前記粒子がナノ粒子である、請求項９０に記載のステント。
【請求項９３】
　前記粒子が、前記足場上又は足場内に前記粒子を一緒に保持する侵食性結合剤を用いて
前記足場上又は足場内に組み込まれる、請求項９０に記載のステント。
【請求項９４】
　前記粒子が、前記足場の表面の凹部内に配置されている、請求項９０に記載のステント
。
【請求項９５】
　前記粒子が、前記足場の表面の上に配置された侵食性結合剤中に分散されている、請求
項９０に記載のステント。
【請求項９６】
　前記活性薬剤が、前記粒子内に封入されているか、前記粒子上に被覆されているか、又
は前記粒子内に分散されている、請求項９０に記載のステント。
【請求項９７】
　前記足場の少なくとも一部分が侵食性ポリマーから形成される、請求項９０に記載のス
テント。
【請求項９８】
　前記足場の少なくとも一部分が侵食性金属から形成される、請求項９０に記載のステン
ト。
【請求項９９】
　前記粒子が、希釈されていない生物活性薬剤の沈殿物から形成される、請求項９０に記
載のステント。
【請求項１００】
　前記粒子がポリマー及び薬物を含む、請求項９０に記載のステント。
【請求項１０１】
　前記粒子が、薬物が含浸されたコアと生体侵食性コーティングとを含む、請求項９０に
記載のステント。
【請求項１０２】
　前記粒子が、生物活性薬剤コーティングを有するフラーレンを含む、請求項９０に記載
のステント。
【請求項１０３】
　前記粒子が、ポリマーソーム、ミセル、ベシクル、リポソーム、生分解性ガラス、生体
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安定性ガラス、カーボンナノチューブ及び微粒子化薬物からなる群より選択される、請求
項９０に記載のステント。
【請求項１０４】
　前記粒子が、生体吸収性ポリマー、生体安定性ポリマー、生体溶解性材料、生体ポリマ
ー、生体安定性金属、生体侵食性金属、生体吸収性ポリマーのブロックコポリマー、生体
ポリマーのブロックコポリマー、セラミック、塩、脂質及びそれらの組合せからなる群よ
り選択される材料から形成される、請求項９０に記載のステント。
【請求項１０５】
　前記粒子の表面が、脈管構造の一部分に結合するように適合されている、請求項９０に
記載のステント。
【請求項１０６】
　前記粒子の表面が、脈管構造の一部分に選択的に結合するために前記表面に組み込まれ
た物質を含み、前記物質が、ペプチド、抗体、小分子リガンド及び内皮細胞上に存在する
受容体に対する親和性を有する特異的受容体からなる群より選択される、請求項９０に記
載のステント。
【請求項１０７】
　複数の放出可能な粒子を含む侵食性足場を含むステントであって、前記粒子が、活性薬
物を含み、前記足場が侵食されると前記ステントから放出されるように適合されており、
前記活性薬物が、前記足場から前記粒子が放出されると前記粒子から放出されるように適
合されているステント。
【請求項１０８】
　複数の放出可能な粒子を含む侵食性足場を含むステントであって、前記粒子が、活性薬
物を含み、前記足場が侵食されると前記ステントから放出されるように適合されており、
前記粒子が、前記足場上又は足場内で前記粒子を一緒に保持する侵食性結合剤を用いて、
前記足場上又は足場内に組み込まれているステント。
【請求項１０９】
　侵食性足場を含むステントであって、前記足場は複数の放出可能な粒子を含み、前記粒
子が、活性薬物を含み、前記足場が侵食されると前記ステントから放出されるように適合
されており、前記粒子が、前記足場の表面の上に配置された侵食性結合剤中に分散されて
いるステント。
【請求項１１０】
　複数の放出可能な粒子を含む侵食性足場を含むステントであって、前記粒子が、活性薬
物を含み、前記足場が侵食されると前記ステントから放出されるように適合されており、
前記活性薬物が、前記粒子内に封入されているか、前記粒子上に被覆されているか、又は
前記粒子内に分散されているステント。
【請求項１１１】
　ステントであって、
　侵食性材料から形成された足場と、
　前記足場の少なくとも一部分の上に配置された送達コーティングであり、侵食性結合剤
材料中に分散された放出可能な送達媒体を含む送達コーティングとを含み、前記結合剤材
料が、ステントが移植されると侵食され前記送達媒体を放出するように適合されているス
テント。
【請求項１１２】
　前記送達コーティングが、前記足場の管腔外面又は管腔内面の上に選択的に配置されて
いる、請求項１１１に記載のステント。
【請求項１１３】
　前記侵食性材料が侵食性ポリマーである、請求項１１１に記載のステント。
【請求項１１４】
　前記侵食性材料が腐食性金属である、請求項１１１に記載のステント。
【請求項１１５】
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　前記結合剤材料が、生体吸収性ポリマー及び生体溶解性ポリマーからなる群より選択さ
れる、請求項１１１に記載のステント。
【請求項１１６】
　前記送達媒体が活性薬剤を含み、前記送達媒体が、前記結合剤材料から前記送達媒体が
放出されると患者の体内への前記活性薬剤の持続放出を可能にする、請求項１１１に記載
のステント。
【請求項１１７】
　前記送達コーティングの上に、前記送達コーティングからの前記送達媒体の放出を遅延
させるように適合されている侵食性トップコーティングをさらに含む、請求項１１１に記
載のステント。
【請求項１１８】
　ステントであって、
　侵食性材料から形成された足場と、
　前記足場の少なくとも一部分の上に配置された送達コーティングであり、侵食性結合剤
材料内に分散された放出可能な送達媒体を含む送達コーティングとを含み、前記結合剤材
料が、前記ステントが移植されると侵食され前記送達媒体を放出するように適合されてお
り、前記送達コーティングが、前記足場の管腔外面又は管腔内面の上に選択的に配置され
ているステント。
【請求項１１９】
　ステントであって、
　侵食性材料から形成された足場と、
　前記足場の少なくとも一部分の上に配置された送達コーティングであり、侵食性結合剤
材料内に分散された放出可能な送達媒体を含む送達コーティングとを含み、前記結合剤材
料が、前記ステントが移植されると侵食され前記送達媒体を放出するように適合されてお
り、前記送達媒体が活性薬剤を含み、前記送達媒体が、前記結合剤材料から前記送達媒体
が放出されると患者の体内への前記活性薬剤の持続放出を可能にするステント。
【請求項１２０】
　ステント足場に、溶媒中に溶解された侵食性ポリマーと前記溶媒中に分散された複数の
送達媒体とを含むコーティング材料を塗布するステップと、
　全て又は実質的に全ての溶媒を除去して、前記足場を覆う送達コーティングであり、前
記侵食性ポリマー中に分散された前記複数の送達媒体を含む送達コーティングを形成する
ステップであり、前記侵食性ポリマーが、前記ステントが移植されると侵食され前記送達
媒体を放出するように適合されているステップと
　を含む、被覆されたステントを製作する方法。
【請求項１２１】
　前記送達コーティングが、前記足場上に前記コーティング材料を噴霧するか、又は前記
足場を前記コーティング材料中に浸漬することにより塗布される、請求項１２０に記載の
方法。
【請求項１２２】
　前記コーティング材料が、前記足場の管腔外面又は管腔内面を覆って選択的に配置され
て、管腔外又は管腔内コーティングを形成する、請求項１２０に記載の方法。
【請求項１２３】
　前記ステント足場が侵食性材料から形成される、請求項１２０に記載の方法。
【請求項１２４】
　前記侵食性材料が侵食性ポリマーである、請求項１２３に記載の方法。
【請求項１２５】
　前記侵食性材料が腐食性金属である、請求項１２３に記載の方法。
【請求項１２６】
　前記コーティングポリマーが、生体吸収性ポリマー及び生体溶解性ポリマーからなる群
より選択される、請求項１２０に記載の方法。
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【請求項１２７】
　前記送達媒体が活性薬剤を含み、前記送達媒体が、前記送達コーティングから前記送達
媒体が放出されると患者の体内への前記活性薬剤の持続放出を可能にする、請求項１２０
に記載の方法。
【請求項１２８】
　前記送達コーティングの上に、前記送達コーティングからの前記送達媒体の放出を遅延
させるように適合された侵食性トップコーティングを形成するステップをさらに含む、請
求項１２０に記載の方法。
【請求項１２９】
　ステント足場に、溶媒中に溶解された侵食性ポリマーと前記溶媒中に分散された複数の
送達媒体とを含むコーティング材料を塗布するステップと、
　全て又は実質的に全ての溶媒を除去して、前記足場を覆う送達コーティングであり、前
記侵食性ポリマー中に分散された前記複数の送達媒体を含む送達コーティングを形成する
ステップであり、前記侵食性ポリマーが、前記ステントが移植されると侵食され前記送達
媒体を放出するように適合されているステップと、
　前記送達コーティングの上に、前記送達コーティングからの前記送達媒体の放出を遅延
させるように適合された侵食性トップコーティングを形成するステップと
　を含む、被覆されたステントを製作する方法。
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